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株主・投資家のみなさまへ 

第１０４期 中間事業報告書 
平成16年4月1日から平成16年9月30日まで 
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　株主の皆様にはますますご清栄のこととお喜び申しあげます。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。 

　さて当社第104期上期（平成16年4月1日より平成16年9月

30日まで）の中間決算を行いましたので、その概要をご報告す

るにあたりご挨拶申しあげます。 

 

　さて、今日、経営環境の変化やIT化の進展、さらには地球環境

への配慮などで、モーダルシフトといわれる輸送手段の変化が急

加速しております。そのような状況の中、フォークリフト市場では、

近年、エンジン式からバッテリー式に移行する動きが目立ち、現在、

フォークリフト市場におけるバッテリー式のシェアは45％。こ

こ10年の間に約10％シェアが拡大し、今後も、バッテリー式の

需要は拡大していく傾向にあります。創業以来、クリーンなバッ

テリーフォークリフトなどの商品をお届けするだけでなく、常に

お客様目線に立った物流ソリューションを提供してきたニチユは、

まさにその変化にジャストフィットしているといえます。 

　また、当社グループは、それぞれのお客様の物流環境にジャス

トフィットなソリューションをご提供し、具体的な利益はもちろん、

信頼など目に見えない評価の獲得にまで貢献したいと考え、9月

に東京ビックサイトで行われました『国際物流総合展2004』に

も出展いたしました。 

株主・投資家のみなさまへ 
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■プロフィール 

昭和14年９月10日生まれ 

平成３年10月 三菱重工業㈱相模原製作所副所長 
平成９年１月 同社　汎用機事業本部技師長 
平成９年２月 当社入社 顧問 
平成９年６月 当社常務取締役資材部長 
平成９年10月 上海力至優叉車製造有限公司 董事長 
平成10年６月 当社海外事業準備室長 
平成10年12月 当社海外事業部長 
平成15年６月 当社生産・技術担当資材部長 
平成16年６月 当社取締役社長（現任） 

　わが国の経済情勢は、依然として構造デフレが継続し、特に物

流機器業界は厳しい状況が続くものと思われます。また、鉄鋼、

原油等の素材価格の更なる高騰が懸念されますが、フォークリフ

ト市場は環境問題の高まりからバッテリー化が進行しており、物

流コスト削減の顧客ニーズも高く、また中国を中心にアジア経済

は引き続き高い成長が期待されます。このような状況下、当社は

法令順守の徹底と共に、特定業種・市場に向けた差別化商品の投

入やコスト競争力・品質管理の強化などの一連の経営方針を遂行し、

またレンタル販売の増加に対応すると共に、キャッシュ・フロー

を重視した経営管理を実施して、経営の迅速化、企画力・実行力

の強化など「企業体質の改善」による競争力の強化に努め、業績

向上に邁進する所存であります。 

　株主の皆様には何卒変わらぬご支援を賜りますようお願い申し

あげます。 

取締役社長 

裏辻俊彦（うらつじ  としひこ） 

Jus t  Fi tJus t  Fi t
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主力製品のバッテリーフォークリフト、自走

台車、機関車などであります。国内バッテリーフォークリフトは

設備投資の回復やバッテリー化の伸展で需要が伸び、前年同期比

5.5%増収となりました。また海外売上も中国を中心としたアジ

ア地域への拡販戦略が結実し、前年同期比7.2%増収となり、産

業車両部門全体では212億1千9百万円（前年同期比5.9%増）

となりました。 

無人搬送システム、自動倉庫などの物流

合理化製品であります。当部門は好調な中規模企業の設備投資の

伸びにより受注高は増加しましたものの、前連結会計期間の受注

が低調であったことにより売上高はほぼ前年同期横ばいの40億1

千8百万円（前年同期比1.0%増）となりました。 

産業用清掃機器及び巻取機製品であります。当

部門は巻取機製品が前年同期比78.5%増収、産業用清掃機器が

11.2%増収と、いずれも大幅な増収となりましたことにより、

売上高は11億4千5百万円（前年同期比26.3%増）となりました。 

　当中間連結会計期間の経営成績は、まず売上高につきましては、

263億8千3百万円となり、前年同期比5.8%、14億5千6百万

円の増加となりました。 

　一方、損益面につきましては、主力製品である産業車両の売上

高増加に加え、設計段階からのコストダウン等がありましたものの、

構造デフレの影響による販価下落や鉄鋼、原油等の素材価格の高騰、

諸経費等の増加により、連結経常利益は10億9千7百万円（前年

同期比8.5%減）、連結中間純利益は6億3千1百万円（前年同期

比21.6%減）となりました。 

営業の概況 
営業の経過および成果 

部門別の概況 
産業車両部門 

物流システム部門 

その他部門 
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連結 単独 

連結 単独 

連結 単独 

財務ハイライト 
■売上高 

■営業利益 

■経常利益 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
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（資産の部） 
流動資産 
現金及び預金 
受取手形及び売掛金 
たな卸資産 
繰延税金資産 
その他 
貸倒引当金 

固定資産 
有形固定資産 
建物・構築物 
機械装置及び運搬具 
リース車両 
土地 
その他 
無形固定資産 
投資その他の資産 
投資有価証券 
繰延税金資産 
その他 
貸倒引当金 

資　産　合　計 

 
21,642 
1,270 
15,189 
3,754 
847 
631 
△ 51 

21,269 
14,015 
4,535 
3,643 
1,234 
4,030 
571 
88 

7,166 
4,498 
2,156 
558 
△ 47

42,912 41,090

 
19,849 
1,458 
13,470 
3,583 
854 
538 
 △ 55 
21,241 
14,139 
4,685 
3,635 
1,231 
4,039 
547 
88 

7,012 
4,501 
1,989 
570 
 △ 48

科　目 当中間期末 

平成16年9月30日 平成16年3月31日 

前　期　末 

（負債の部） 
流動負債 
支払手形及び買掛金 
短期借入金 
一年以内に返済する長期借入金 
未払金・未払費用 
未払税金 
賞与引当金 
設備支払手形 
その他 

固定負債 
新株予約権付社債 
長期借入金 
退職給付引当金 
役員退職給与引当金 
その他 
負　債　合　計 

（少数株主持分） 

（資本の部） 
資本金 
資本剰余金 
利益剰余金 
土地再評価差額金 
株式等評価差額金 
為替換算調整勘定 
自己株式 

資　本　合　計 

負債・少数株主持分及び資本合計 

 
23,018 
12,965 
5,162 
876 

1,602 
683 

1,094 
103 
530 

13,770 
2,000 
4,626 
7,064 
77 
3 

36,788 

133 

 
1,780 
189 

3,290 
135 
957 

△ 321 
△ 40 
5,990

42,912 41,090

 
22,961 
11,365 
6,668 
1,000 
1,220 
1,361 
990 
56 
297 

12,537 
－ 

5,396 
6,956 
175 
9 

35,498 

121 

 
1,780 
189 

2,814 
144 
981 

△ 386 
 △ 52 
5,470

決算のご報告 
連結中間貸借対照表 （単位：百万円） 
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連結中間損益計算書 （単位：百万円） 

売上高 

売上原価 

売上総利益 

販売費及び一般管理費 

営業利益 

営業外収益 

営業外費用 

経常利益 

特別利益 

特別損失 

税金等調整前中間純利益 

法人税・住民税及び事業税 

法人税等調整額 

少数株主利益 

中間純利益 

26,383 

19,737 

6,646 

5,556 

1,089 

94 

87 

1,097 

3 

20 

1,079 

584 

△ 146 

10 

631

24,927 

18,716 

6,211 

5,169 

1,042 

266 

108 

1,199 

168 

20 

1,348 

271 

  266 

4 

805

科　目 当中間期 

平成16年4月1日から 
平成16年9月30日まで 

平成15年4月1日から 
平成15年9月30日まで 

前年中間期 
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決算のご報告 
単独中間貸借対照表 （単位：百万円） 

科　目 当中間期末 

平成16年9月30日 平成16年3月31日 

前　期　末 

（資産の部） 
流動資産 
現金及び預金 
受取手形 
売掛金 
たな卸資産 
繰延税金資産 
短期貸付金 
その他 
貸倒引当金 

固定資産 
有形固定資産 
建物・構築物 
機械及び装置 
土地 
その他 
無形固定資産 
投資その他の資産 
投資有価証券 
子会社株式 
子会社出資金 
長期貸付金 
繰延税金資産 
その他 
貸倒引当金 

資　産　合　計 

 
22,767 
110 

2,458 
14,235 
1,887 
1,276 
4,768 
478 

△ 2,449 
16,747 
6,896 
2,967 
1,931 
1,421 
576 
4 

9,846 
4,006 
685 
868 

2,243 
1,994 
54 
△ 6

39,515 38,610

 
21,362 
124 

2,151 
12,692 
1,652 
1,284 
5,373 
435 

 △ 2,351 
17,247 
7,037 
3,064 
2,004 
1,421 
547 
5 

10,204 
4,037 
808 
868 

2,624 
1,811 
60 

 △　6

（負債の部） 
流動負債 
支払手形 
買掛金 
短期借入金 
一年以内に返済する長期借入金 
未払金・未払費用 
未払税金 
賞与引当金 
設備支払手形 
その他 

固定負債 
新株予約権付社債 
長期借入金 
退職給付引当金 
役員退職給与引当金 
その他 
負　債　合　計 

（資本の部） 
資本金 
資本剰余金 
資本準備金 
その他資本剰余金 

利益剰余金 
利益準備金 
買換資産圧縮積立金 
別途積立金 
中間（当期）未処分利益 

株式等評価差額金 
自己株式 

資　本　合　計 

負債・資本合計 

 
18,980 
2,444 
7,723 
4,740 
825 

1,587 
528 
552 
103 
475 

12,720 
2,000 
4,586 
6,053 
77 
3 

31,700 

 
1,780 
189 
189 
0 

4,991 
440 
316 
330 

3,905 
893 
△ 40 
7,814

39,515 38,610

 
19,630 
2,231 
6,713 
6,210 
1,086 
1,143 
1,115 
482 
53 
595 

11,283 
－ 

5,135 
5,969 
175 
3 

30,913 

 
1,780 
189 
189 
－ 

4,865 
440 
333 
330 

3,761 
914 
 △ 52 
7,696
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売上高 

売上原価 

売上総利益 

販売費及び一般管理費 

営業利益 

営業外収益 

営業外費用 

経常利益 

特別利益 

特別損失 

税引前中間純利益 

法人税・住民税及び事業税 

法人税等調整額 

中間純利益 

前期繰越利益 

中間未処分利益 

18,246 

14,003 

4,242 

3,577 

665 

174 

68 

771 

0 

211 

560 

439 

△ 161 

282 

3,623 

3,905

15,884 

12,569 

3,315 

3,405 

△ 90 

124 

97 

△ 63 

116 

13 

39 

34 

  △ 12 

17 

3,267 

3,284

単独中間損益計算書 （単位：百万円） 

科　目 当中間期 

平成16年4月1日から 
平成16年9月30日まで 

平成15年4月1日から 
平成15年9月30日まで 

前年中間期 
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トピックス 
「国際物流総合展2004」出展!! 
2004年9月14日（火）～17日（金） 東京ビックサイト 

導入の決め手はあらゆる要望に応えた 
ニチユの営業姿勢 

株式会社丸ユ商店 様 

　今回は「Just-fit Profit 

Benefit 3つのフィットで貢

献します～ NICHIYU Fit 

Solution」をテーマに物流

現場の課題解決を現場目線

で追求しました。 

　コンテナ物流の切り札「トランサーフォルセア」をアピールするため、

実物のコンテナ・スロープを展示した他、流通センターをイメージす

るリアリティ感のあるデモンストレーションを展開しました。 

　その結果、当社ブースへの来場者は、1万人を突破し、好評を博し

ました。今回の物流展が物流ソリューション企業としての「ニチユ」ブ

ランドの認知度アップとともに新規顧客の獲得や既存顧客とのより

強い信頼関係を築けました。また新商品の展示で一層の販売効果が

見込まれます。 

「野菜類を運ぶ際、重量野菜を大量

に運ぶならフォークリフトで大丈夫

ですが、菌茸類や軟弱野菜はデリケー

トな扱いが必要な上、少ロットでの

出荷が多いため、フォークリフトで走

るとバウンドして潰れてしまいます。

その点『エレトラック』はスムーズに運搬できるので重宝しています。」 

「『エレトラック』を提案頂き、とても満足しています。」 

 

USER'S VOICE

ニチユフォークリフト（上海）有限公司 
上海ニチユフォークリフト製造有限公司 

▲エレトラック1ton積 

※製品情報は、裏表紙記載のホームページアドレスへアクセスしていただくと
ご覧になれます。 
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株式情報 

 

日本電池株式会社 
三菱重工業株式会社 
明治安田生命保険相互会社 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 
東京海上火災保険株式会社 
株式会社東京三菱銀行 
株式会社京都銀行 

千株 

4,701 
3,100 
2,765 
2,647 
1,853 
1,363 
1,301

% 

13.2 
8.7 
7.7 
7.4 
5.2 
3.8 
3.6

株主名 持 株 数  議決権比率 

■株式の状況 

■所有者別分布状況 

■大株主 

会社が発行する株式の総数 140,000,000株 

発行済株式総数 35,600,000株 

当中間期末株主総数 3,254名 

■海外ネットワーク 

金融機関 
45.55％ 

一般法人 
26.04％ 

個人その他 
25.66％ 

外国人  1.93％ 

証券会社  0.82％ 

ニチユヨーロッパ 

ニチユオーストラリア 

ニチユアジア／ニチユシンガポール 

ニチユアジア（マレーシア） 
ニチユアジア（タイ） 

ニチユ香港 

ニチユフォークリフト 
（天津）有限公司 

ニチユフォークリフト（上海）有限公司 
上海ニチユフォークリフト製造有限公司 
ニチユフォークリフト（上海）有限公司 
上海ニチユフォークリフト製造有限公司 

ニチユフォークリフト 
（深　）有限公司 圸訓



社　　　名 日本輸送機株式会社（NIPPON YUSOKI  CO., LTD.） 
創立年月日 昭和12年8月4日 
資　本　金 1,780,000,000円 
代　表　者 取締役社長　裏辻俊彦 

事　業　所 
本　　　社 〒６１７-８５８５ 京都府長岡京市東神足2丁目1番1号 
京都事業所  ＴＥＬ075－951－7171 
滋賀事業所 〒５２１-１３３４ 滋賀県蒲生郡安土町西老蘇8－1 
  ＴＥＬ0748－46－5511 
東 京 支 店 〒１４１-００３２ 東京都品川区大崎1丁目6番1号 
 大崎ニューシティ1号館 ＴＥＬ03－3779－5601 
東 京 配 車 〒３４５-００２３ 埼玉県北葛飾郡杉戸町大字本郷字東中576 
セ ン タ ー  ＴＥＬ0480－32－3215

会社の概況 

決　　算　　期 3月31日 
定時株主総会 毎年6月 
基　　準　　日 定時株主総会 3月31日／利益配当金 3月31日 
 （その他必要のある場合には、あらかじめ公告します。） 

公告掲載新聞 京都新聞・日本経済新聞 
※貸借対照表及び損益計算書につきましては、決算公告に代えて当社
ホームページの次のアドレスに掲載しております。 
　http://www.nichiyunet.co.jp/financial/index.html 

名義書換代理人 中央三井信託銀行株式会社 
同事務取扱場所 〒５４１-００４１ 大阪市中央区北浜2丁目2番21号 
 中央三井信託銀行（株）大阪支店証券代行部 
 電話 06－6202－7361 
同　取　次　所 中央三井信託銀行（株）本店・全国各支店 
 日本証券代行（株）本店・全国各支店 

株主メモ 

INFORMATION

　　 　   　　http://www.nichiyunet.co.jp/  

ニチユホームページでは決算公告などの財務情報をはじめ、ニュース
リリース、新製品などニチユの最新情報がご覧いただけます。 

URL


